
一般

小・中学生

一般

小・中学生

一般

小・中学生

300 円

150 円

300 円

150 円

500 円

250 円

240 円

120 円

240 円

120 円

400 円

200 円

600 円

300 円

600 円

300 円

1,000 円

500 円

近代文学館

メルヘン館

共通

個人 団体
(20 名以上 )

年間
パスポート

ご利用案内

｜開館時間｜9:30～18:00 (入館17:30まで)

｜休 館 日｜火曜日（休日の場合は翌平日）、年末年始（12/29～1/1）

　　　　※7/29は臨時休館、1/4は振替休館

｜観 覧 料｜常設展

かごしま近代文学館
かごしまメルヘン館

〒892-0853 鹿児島市城山町５番１号
TEL . 099-226-7771　FAX. 099-227-2653

https://www.k-kb.or. jp/kinmeru

かごしま近代文学館・かごしまメルヘン館 検索

企画展は上記の観覧料でご覧になれます。

特別企画展の料金は別に定めます。

観覧料免除、各種割引についてはお問い合わせください。

交通のご案内
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照国神社照国神社
県立博物館 西郷隆盛像前

朝日通朝日通

金生町

西郷隆盛像
市立美術館

中央公民館

県立図書館
黎明館黎明館

鹿児島
市役所

前
所
役
市

いづろ通
天文館通天文館通

高見馬場 甲東中学校前

高見橋高見橋

鹿児島中央駅前

山形屋

鹿児島市電鹿児島市電

パース通
り

マルヤ
ガーデンズ

かごしま近代文学館
かごしまメルヘン館

みなと大通り
別館駐車場
みなと大通り
別館駐車場

JR鹿児島
　中央駅
JR鹿児島
　中央駅

鹿児島中央駅から
｜市電｜鹿児島駅行き「朝日通」下車、徒歩７分
｜バス｜天文館、市役所方面行き「金生町」下車、徒歩７分
　　　　カゴシマシティビュー「西郷銅像前」下車、徒歩3分
｜  車  ｜約10分

鹿児島空港から
｜リムジンバス｜鹿児島市内行き「金生町」下車、徒歩７分
高速自動車道をご利用の場合
鹿児島北インターチェンジより、鹿児島市内方向へ約15分

駐車場のご案内(無料)
●専用駐車場13台（普通車2台・軽専用9台、身体障害者専用２台）
●近代文学館・メルヘン館・美術館共用駐車場31台
　※バス専用駐車場があります。(事前予約制 )
　※駐車券を総合案内にお持ち下さい。
●市役所みなと大通り別館立体駐車場
　※駐車券を総合案内にお持ち下さい。 休館日　
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臨時に休館日を変更する場合がございます。
最新の開館状況は館Webサイトにてご確認ください。



※各種割引についてはお問い合せください。　 ※各種割引についてはお問い合せください。　 ※年間パスポートでもご覧になれます。
※各種割引についてはお問い合せください。　

※年間パスポートでもご覧になれます。
※各種割引についてはお問い合せください。　

　絵本「11ぴきのねこ」シリーズで知られる漫画家・馬場のぼる。青森
県三戸町に生まれた馬場は、戦後、漫画家として活躍する一方、絵本作家と
しても活動しました。1967年に刊行された『11ぴきのねこ』（こぐま社）
は、今でも世代を超えて愛され続けています。
　本展では、絵本や漫画の原稿、馬場が描きためたスケッチブックなど
に加え、幼少期や青年期の作品、楽しみのために制作した絵画や立体作品
のほか、馬場を取り巻く交友関係も合わせて紹介します。
　馬場のぼるの多彩な魅力をまるごとお楽しみください。

　2023年は、有島武郎の没後100年に当ります。有島武郎は、鹿児島県出
身の官僚で実業家の父を持ち、代表作「或る女」「生まれ出づる悩み」「カ
インの末裔」など、数々の名作を生み出した作家です。
　本展では、常に「何をなす可きか」に苦悩し逡巡した有島武郎の激動
の人生を、豊富な資料で辿るとともに、有島が作品に込めたメッセージを
読み解きます。

 脚本家・向田邦子は、テレビドラマの世界を築き上げた一人といっても
過言ではありません。山田太一や倉本聰などの脚本家と同時期に活躍し、
ホームドラマ全盛期を支えた向田は、多くの脚本家の憧れとなっています。
　本展では、この向田邦子の脚本家人生のはじまり、そして、ライフワ
ークとなったテレビドラマ「だいこんの花」を中心に、テレビドラマの世
界が変貌を遂げる今、向田ドラマの新たな魅力や視点を探ります。

　鹿児島にルーツを持ち、近代俳句に大きな足跡を残した俳人・山口誓
子（1901-1994）。中学時代を過ごした樺太を題材にした句で「ホトトギ
ス」の新鋭として頭角を現した後、大阪の住友合資会社に勤務しながら
都会的な新しい素材を使った句や連作俳句を発表し、新興俳句運動を牽
引しました。戦後は、「芸術ではなく芸である」と批判された俳句の復
活を志して「天狼」を主宰。「朝日新聞」の俳壇欄の選者も長く務め、昭
和俳壇に貢献しました。92歳で没するまで創作者として真摯に俳句と向
き合った誓子。本展では、2024年3月に没後30年を迎える山口誓子の生涯
と作品を辿ります。

かごしま近代文学館企画展

没後100年

さまよえる有島武郎展

かごしま近代文学館企画展かごしま近代文学館 特別企画展

まるごと馬場のぼる展　
描いた　つくった　楽しんだ　ニャゴ！

向田邦子のはじまり
～ライフワークとなった「だいこんの花」～

かごしまメルヘン館 特別企画展

会　期 2023年 7月14日（金）ー 9 月4日（月）
観覧料 一般600円　小・中学生 300円

会　期 2023年10月27日（金）ー 11月27日（月）                                                         
観覧料 一般600円　小・中学生 300円

会　期 2023年11月1日（水）ー2024年1月22日（月）
観覧料 一般300円　小・中学生 150円

会　期 2024年1月25日（木）ー 3月25日（月）※予定
観覧料 一般300円　小・中学生 150円

没後30年 山口誓子展（仮称）

『11 ぴきのねことあほうどり』リトグラフ（色校用）　1972 年　こぐま社蔵


